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はじめに 

 カタボシイワシSardinella aurita Valenciennes, 1847は

ニシン科サッパ属の一種で，インド・西太平洋と大西

洋に広く分布している（畑ら，2022）。2023 年の 2 月

に筆者らは茨城県ひたちなか市の那珂湊漁港におい

て本種 5 個体を採集した。本種はこれまで日本近海に

おいて太平洋側では東京湾以南，日本海側では若狭湾

以南から記録されており（畑ら，2022），茨城県からの

記録は知られていない。本研究ではこれらの標本に基

づき，本県初記録および日本近海における北限記録と

してここに報告する。 

 

方 法 

採集した標本は 10%ホルマリン水溶液で固定し，そ

の後 70%エタノール水溶液で置換して保存した。標本

の計数・計測方法は中坊・中山（2013）にしたがった。

標準体長は体長と表記した。計測はデジタルノギスを

用いて 0.01 mm 単位まで行い，小数第 2 位を四捨五入

した。本研究に用いた標本は国立科学博物館 (NSMT) 

に保管されている。 

 

記 録 

Sardinella aurita Valenciennes, 1847 

カタボシイワシ（図 1） 

標本：NSMT-P 147059，体長 174.8 mm；NSMT-P 

147060，体長 174.1 mm；NSMT-P 147061，体長 118.2 

mm； NSMT-P 147062，体長 173.5 mm；NSMT-P 147063，

体長 118.1 mm，茨城県ひたちなか市那珂湊漁港，2023

年 2 月 11 日，水深 1 m, 水温 12.3℃，釣り，山崎和哉・

外山太一郎． 

備考：本標本は上顎前縁に欠刻がなく丸いこと，上

顎に対する下顎の突出がわずかであること，第 2 上主

上顎骨の下半分が肥大せず上下対称であること，主鰓

蓋骨に骨質条線がなく平滑であること，背鰭前方鱗が

体の正中線上に並ばず，左右交互に配列すること，腹

部正中線に稜鱗があること，臀鰭最後の 2 軟条が太く

伸長すること，腹鰭軟条数が 9 であることが，青沼・

柳下（2013）の示したカタボシイワシ Sardinella aurita

の標徴形質とよく一致したため，本種に同定された。 

本種の国内における分布記録は畑ら（2022）に詳述

されており，若狭湾，山口県の日本海沿岸と上関町，

玄界灘，長崎県佐世保市黒島，千葉県，東京湾，相模

湾，静岡県牧之原市，遠州灘，三重県，和歌山県，大

阪湾，高知県高知市，渭南海岸，愛媛県瀬戸内海沿岸，

豊後水道，宮崎県門川湾，九州南岸および大隅諸島種

子島から記録されている。本研究により，茨城県にお

ける分布も確認された。 
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 カタボシイワシは上述のとおり南日本の広範囲か

ら記録されているが，茨城県における記録はなかった

ため，本研究に用いた標本が本県における初記録とな

る。また，これまで知られていた本種の日本近海にお

ける分布北限は東京湾であったため（工藤・瀬能，

2020；畑ら，2022），本標本が北限記録となる。関東地

方沿岸においては 2007 年に相模湾（山田・工藤，2011），

2011 年に東京湾（工藤・瀬能，2020），2021 年に房総

半島太平洋側（畑ら，2022）で採集されているが，そ

れ以前は記録されていなかった。本種は日本沿岸で急

速に分布を拡大させていることが報告されており

（畑・本村，2017；舩木・斎藤，2018），本研究もこの

傾向を支持するものと考えられる。 
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図 1 茨城県ひたちなか市で採集されたカタボシイワシ（NSMT-P 147060, 体長 174.1 mm） 

Fig. 1. Fresh specimen of Sardinella aurita collected from Hitachinaka City, Ibaraki Prefecture (NSMT-P 147060, 174.1 

mm SL). 




